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はじめにはじめに

 産業機械 + インターネットが広がり始めた 産業機械 + インタ ネットが広がり始めた

航空機エンジン航空機エンジン 建設重機建設重機

風力発電タービン風力発電タービン 発電機エンジン発電機エンジン

オフショアオフショア 医療機器医療機器
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Industrial Internet導入の原資Industrial Internet導入の原資

運用コスト(変動費)運用コスト(変動費)
 運用コスト
 メンテナンスコスト メンテナンスコスト

変動費
• 運用コスト（エネルギー他)
• メンテナンスコスト

固定費
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初期費用
(CAPEX)

運用費用
(OPEX)

変動費のマネージメント変動費のマネ ジメント

 オペレーション・マネージャーはフリートを比較し オペレ ション マネ ジャ はフリ トを比較し、
コスト削減を追求する
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フリートを構成する機械毎の運用コスト比較



産業機械 + インターネット = Industrial Internet産業機械 + インタ ネット = Industrial Internet
目的：
運用時の省 ネ 運用時の省エネ

 メンテコストの削減
 予期せぬダウンタイム削減 予期せぬダウンタイム削減

手段：
 状態遠隔監視
 ビッグデータ解析
サ ビスエンジ アの支援 サービスエンジニアの支援

 機械のインテリジェント化
 自己監視・診断 自己監視 診断

→ 働き方・ビジネスの変革
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引用元 http://www.ge.com/jp/docs/1389000498785_Japan_IndustrialInternetatWork_0106s.pdf

Industrial Internet と Open Platform
 Industrial Internet ⇒ 顧客フリート運用の最適化

 フリ トは 複数の競合メ カ の製品で構成される

Industrial Internet と Open Platform

 フリートは、複数の競合メーカーの製品で構成される
 メーカー毎のClosed Platformでは、顧客のフリート最適化に適さない
 顧客はメーカー・型式に依らず、同じKPIでフリートを管理したい(共通プラットフォ
ーム)ーム)

 産業機器へのデータアクセスの基盤は、標準化されたオープンプラット
フォームが望ましい

 Industrial Internetでは 業界共通のOpen Platformが最適な Industrial Internetでは、業界共通のOpen Platformが最適な
EcoSystemと言うコンセプトで、米国でコンソーシアム発足

参考) Industrial Internet Consortium

Founding members:
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引用元: http://www.iiconsortium.org/



一般商船における機器 + Internetの状況般商船における機器 + Internetの状況

 船上機器へのデータアクセス 船上機器へのデ タアクセス
 航海計器はIEC61162中心に標準がある
 機関・荷役機器他は標準なし

 船陸通信
 船主の衛星通信のみ
 船上機器のデータにアクセスする手段なし

 船陸アプリケーション
 機関モニタリング パフォ マンスモニタリング ウェザ ル テ 機関モニタリング、パフォーマンスモニタリング、ウェザールーテ
ィング、最適トリムなど近年普及始まる

 しかし、いずれも個別プラットフォーム
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 一部、欧州メーカーで海洋向けにClosed Platform

日本舶用工業会 スマートナビゲーション研究会
(以後、略称：日舶工・スマナビ研)

日本舶用工業会 スマートナビゲーション研究会
Smart Ship Application Platform (SSAP) Project

http://www e-navigation net/index php?page=ssap-smart-ship-application-platformhttp://www.e-navigation.net/index.php?page=ssap-smart-ship-application-platform

目的：
• アプリケーション開発を容易にするオープンプラットフォーム
• データ利用のための統合辞書
船上機器間のデ タ交換フォ マット プロトコル• 船上機器間のデータ交換フォーマット・プロトコル
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船上データ収集の現状
To ShoreOnboard and shore applications Similar data are sent to shore

from each onboard software 

船上デ タ収集 現状
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Onboard equipment

船上データ収集の理想型(将来)
To Shore

(broadband)

( )
Onboard and shore applications
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Onboard equipment



陸を含むオープン・プラットフォーム陸を含むオ プン プラットフォ ム
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optimization
Big data 
analytics

.

.

期待される将来像期待される将来像

項目 説明項目 説明

船側データ収集装置 日舶工・スマナビ研で提案される標準を採用したデー
タ収集装置タ収集装置

陸側データセンター 船級を中心に集約され、船側データ収集装置のメー
カ 型式によらず 陸で船上デ タにアクセスできカー・型式によらず、陸で船上データにアクセスでき
る仕組み

データのオーナーシップ 本船データのオーナーシップは船主に帰属を明確化。デ タのオ ナ シップ 本船デ タのオ ナ シップは船主に帰属を明確化。
船主の了解の上、第三者へのデータ提供が行われる

セキュリティ・アクセス 高度なセキュリティ対策、利用者毎のデータアクセ
コントロール ス・コントロール

契約、ビジネスモデル 上記に沿った具体的な契約ひな形、持続可能なビジネ
スモデルの整備
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スモデルの整備



船舶ビッグデータの活用分野

船型改良マーケティング
市場調査

省エネ運航 実海域性能需要予測

機関リモート

市場調査

教育・トレーニング

Digital 水槽
(CFD+実海域)

機関リモ ト
メンテナンス

就航船

安全運航

国際運航管理 Big data ライフサイクル
サポート

船級点検・検査

国際運航管理
港湾予約

船級点検・検査

MRV

航路管制

保険料率

航海計器
リモートメンテナンス構造ヘルス海気象

観測・予測

MRV

貨物担保Supply Chain
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モニタリング観測・予測 貨物担保
融資

Supply Chain 
Management

始まっているビッグデータの活用始まっているビッグデ タの活用

衛星AISデ タの活用は広く進んでいる

衛星AISデータによる地球上の海上物流の可視化
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 衛星AISデータの活用は広く進んでいる
 今後の船舶機器のデータ活用では、アクセス権など整理され、標準化されたオープンプラットフォームを構築する



今後のスケジュール(予測)今後のスケジュ ル(予測)

• 船陸データ通信に関する標準化活動を進める
• 海外の関連の動きを見ながら、連携、協力する
日本海事産業にと てメリ トのあるインフラを育てる
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• 日本海事産業にとってメリットのあるインフラを育てる

オープンプラットフォームを活用したサービス開発オ プンプラットフォ ムを活用したサ ビス開発
役割 期待されるオープンプラットフォームの活用

船社 船主-傭船者が協力する省エネ・スキームの構築、保守コスト削減への活用

舶用メーカー リモートメンテナンス、機器の省エネなどアフターサービス開発

造船所 就航後性能データ解析の船主向けサービス化、実海域性能データの活用

サービス
ベンダ フリートマネージメントシステム提供、ビッグデータ解析サービスベンダー フリ トマネ ジメントシステム提供、ビッグデ タ解析サ ビス

大学・研究機関 ビッグデータ解析技術、シミュレーション技術、データ同化技術

船級 陸側共通データセンター構築、船級検査への活用
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国・政府関係 … MRV, e-navigation との連携



まとめまとめ
 陸では、機器＋インターネットがIndustrial Internetと陸 機
して始まり、今後オープンプラットフォーム化が急速
に進むと予想される

 日舶工・スマナビ研(SSAP)では、海事産業のOpen 
Platformのあり方を議論し、標準化を提案する方向でPlatformのあり方を議論し、標準化を提案する方向で
進んでいる

今後 海事産業にメリ トある安全 省 ネ サ ビ 今後、海事産業にメリットある安全・省エネのサービ
ス開発が期待されるが、舶用メーカーがこうした流れ
に乗り易くするために、国からの援助が期待されるに乗り易くするために、国からの援助が期待される
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 IMO MRV, e-navigationへの利用も今後の課題

ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました
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